
長編小説を核としたリテラシー教育

一『テラピシアにかける橋』を用いたブッククラブ実践の検討一

山元隆春

1 はじめに

キャサリン・パターソン(Paterson，Katherine)の『テラピシアにかける橋匂Iridgeω1erabi.め説』という，1，説lは
日本書部こして新書抜で250頁ほどの、アメリカのノ件当交中学年からミドノレスクールの文学教育における耕オとして

よく用いられる2小説である。この小説のあらすじは次のようなものである。

5年生のジェシー・アーロンズ尚昆屈な市民句された生活をしていたが、レスリーが隣の農家に引っ越してきた時

に彼の世界はがらっと変わった。レスリーはジェ、ンーのはじめての友だちとなり、想像力に富ん治虫芦¥と誘って

くれたλそして→者にテラピシア品、う奈さ空の世界を倉院ける。テラピシア同省を越えたところに位置し、彼らの

秘密の場所となった。その場所で彼らは王となりお后となり、そこでの奈控の物事を支配した。ある日、ジェ、ン}

が自分の先生と旅に出た時に、レスリーはテラビシアへ一人で出かけた。雨で水かさの増した川をロープを使って

泳いでわたろうとして、レスリーは水のな州こ落ち、死んでしまった。ジェ、ン」は悲しみにくれたが、最後に彼は

テラピシアベ向かし¥レスリーへの感謝として他の人々に思いやりと喜びをもたらそうとし、う強川思いを持つ。ジ

ェ、ン」はしっかりした橋を造り、自分の小さな妹をテラビシアへと導し、丸

米国におけるブッククラブ実践描生者の一人であるタフィー・ラフアエルは、『テラビシアにかける橋』を扱った

ブ.ッククラブ用の手引き書担aphaeL2∞3)を刊行している。この手引き書には、『テラピシアに加7る闘を菊花
して取り上げた場合のブ、ッククラブの手続きやワークシ}ト等が収められている。授業計詩想、の概要というだけでな

く、時間ごとの指導内容と学習内容がかなり細や州こ記されており、類書と比較してみても、長去最胤をブックク

ラブて根う場合、具体的に何をどうす寸リまよいかとし、うことを出量しそ寸しものとなってしも(なお、この手引き劃こ

知子するものとして理績も干l府されている偽phael，Pardo， Hi併eld，2∞2).。材高では、開刷、説を扱う場合にどのよう

1キャサリン=バターソン作・岡桐尉高R(198I)Wテラピシアに加する樹，償却土なお、筑削年公開出品として原勝決副じさ

れるにあたって、 2(削年に償却主幻章おも再刊されてしも。その樹園の閥砕を担当したのが原作者の長男デビッド・バターソ

ンである。この長男デビッドのガーノレフレンドだったリーサ・ヒルが亡くなった覇市立、原炉執筆の直接拘巌織となってし、る。

『テラヒシアに制7る制。克顕には次のような腕朝鞠ずられている。
デビッド・バターソンと

リーサ・ヒルへ

わたしはこの本を、

息子のデビッドのために書きました。

しかし、デビッドはこれを読んだあと、
仲よしだったリーサの名前も

このページに入れてほしし、と~ \~、ますユ

わたしl丈ふたりにこの本をささげます二
キャサリン・バターソン

2たとえば、次のような読者反応研究の文献で1ま『テラピシアにカ叶る問調謝として樹北ている。
Galda， Lee. 1982 “お呂田ningtheS戸畑町S刷出AnExru凶nationof the Res伊nsesof切立回youngReaders 
“五~æar凶必幼e1eachingofEng;占注hvo116 no.l， pp.l.20. 
C叫linan，Bernia E.， H紅 W∞d，Ka仕lY.& Galda， Lee. 1983 勺'heReader and the Sω>ry:白mprehensionand R時間a'
Journalof:島 'Searchand Development必Educationvo116， no.3， pp.29部.
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な形態がありうるのか、ということを、ラファエルの手引き書を訳出しつつ、考察する。そのことが、長骨ぽ見を

国語手ヰ授業において扱う際のヒントをもたらすでけでなく、国語樹ヰ書の物語・tl甜耕オを用いて学習者の読むこ

と八の取り組以~mgagemenÙを促しつつ、リテラシ」を育てる手立てをもたらすことになると考える。

2 ブッククラブ実践とは何か

ラフアエノレ(Raphael，2003)によれば、ブッククラブ実践には「龍rことJr書くことJrブッククラコ乃「コミュ
ニティ・シェアJという四つ俳誌成要素があるという。『ブッククラブJそのものは、 r4人から 5人の割り当てら

れたグループで、自分たちの読みや、その読みについて書き言葉で即むしたものをディスカッションするjことで

ある。が、ブッククラブ実践はそのことだけで成り立つものではない。ラファエノレはーブッククラブ実践の手続き

を次のように記している。

ーコミュニティ・シェアをひらくこと。コミュニティ・シェアとは、教室全体での指導やデイスカッションのこと

で、通常丹一日なら二厨育つれることになりま七最初のシェアないし、シェアびらきでは、指導者であるあなた

が達成したいことにもとづきながら、適切な時点でコミュニティ・シェアをつくることになりま吹己コミュニティ・

シェアはミニ・レッスン品、う形態域差供されるものです。ミニ・レッスンは一生徒の切実なニーズにもとづいた

ものであり、彼らがそこで学んだことをすぐlこ使えるようlこするものでもありますユたとえばLもしも一つの瑚平

方略に焦点化してコミュニティ・シェアがつくられたなら、それはそのクラスでの読みの時間の前におこなわれる

でしょう。もしも、それまでと同室った程類の即むを読書反応ログ(readingrespo田 elog)にどのように書くかと

いうことについて知らせるミニ・レッスンなら、生徒たちが本を説んで、自分の読書反応ログlこ書き込む画inこ実
施した方がよいでしょう。二つ目のコミュニティ・シェアはその日0ヌ最後におこなわれます二この点については下

記の「コミュニティ・シェアのまとめjの項を参照のこと。

一読むこと。その日に割り当てられた素材を生徒たちが読むために設けられた時間のことで寸ユ生徒たちに、一人

ででも、あるいはパートナ」と一緒に、またlま小グループでと、どのようなかたちで読ませるかということは、そ

の日その日にあなたが決めることになります二また、その日に読むもののー音防カづ部を、あなた炉読み聞かせす

る日もあるでしょう。

一書くこと。読み終わったら、生徒たちは自分の考えを読書反応ログに記盛衰ヂることになりま吹ムたいていの場合、

生徒たちはあなたがクラスの皆に示した隅IJな働きかけ(prompts)に反応す:ることになるのですが、生徒たち自身ぞ

有意義だと考える別の方法で反応オるように促されることもぬりますユ生徒たちは、ブッククラブでの経験を得て

いくにつれて、幅広い範囲のさまざまな反応タイプを用いたり、自分の考えを引き出したり表現するための独自の

形式を作り出したりすることlこ心地よさを覚えるようになるでしょう。

ーブッククラブ。生徒たちは4人から5人で割り当てられえグループで、自分たちの読みやその読みについて書き

言葉で即芯したものについて、ディスカッションしま七そのデイスカッ、ンョンは、生徒たちが読書即芯ログに書

きとめたさまざまなアイデアを出発点にしたものて寸三生徒たちは自らの読書即志ログを、次のようなさまざまな

場合に合わせて用いることになりまマ九

1.ブッククラブでのデイスカッシヨンを始める前に、生徒たちは、自分が書きとめたことを読み直して、自分た

3 rブッククラカについてはすでに有元秀文による指有形Eがある。 FPISA型拍手力Jの弱点を期貯る「ブッククラカ入
F盟朋『台図書:，2010)、『ブッククラブで楽しく学ぶクリテイカル・リーヂイング入間(ナカニ、ンヤ出眠却1ω。また、「ブッ
ククラブJを含めた、アメリカの読むことを教える手立てにつし、ての包出怜実践書の封訳が、吉田幹部らの手でや肝されて
いる。ルーシーカルキンズ(吉田耕引・持敬子関口一ディング・ワークショップ』傍訴え201ω。また、「ブックク
ラカと「リテラチャーサ」ク川について寺田明こ詳しし、考察がある。寺田守色∞3)r読むという行為を促わぽ担討語の条
{tj:-・「ブッククラブJおよび「リテラチャーサ}ク/vJの検討を中，i:;{こJrr教育学海開妃英]，49巻2号"pp.495"政則。
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ちがシェアしたいと考えるアイデアを新しく思い起こす二生徒たちはディスカッ、ンョンのために、他のひとと読書

反応ログに書いたことを見せ合ったりしなしL

2.ディスカッションが行き詰まった場合に、生徒たちは参考までにログを互いに見せ合う。

3.自分たちが書いた何カ哨引なことをシェアする場合には、生徒たちはそのディスカッションのために自分のロ

グに書いた内容を提併する。

{コミュニティ・シェアを閉じる。コミュニティ・シェアを閉じることによってまとめをする時間カ瀧供されますユ

それと同時に、コミュニティと、連続性と、関保|白河思隼されますユあなたがファ、ンリテーター健助者?として

機能村Uまよそのクラスはブッククラブのディスカッションのなかで生じた興味深いさまざまなアイデアをディス

カッションしたり、ディスカッション明伎の効知句なやり方ゃあまり効騨句てヅよいやり方のさまざまな例を示し

たり、コミュニティチャートの↑静Rを組み立てたり、次回のプランを立てたりすることでしょう。

「コミュニティ・シェアJ(r学級集団と言し換えもよいだろう)と言われているものが、プFツククラブ実践の基盤

であることがわかる。「コミュニティ・シェアJを「ひらくJことで、読書舌動を分かち合う場が生まれると考えら

れる。「ミニ・レッスン」に始まり、「まとめをする時間で閉じられる「コミュニティ・シェアJをどのように形

此ずるのかとし、うことは、教室経営ともかかわる問題であるが、ラファエノレの言うところに従うなら、これが果た

されないような場でのブッククラブ実臨ま著しく困難であるということにもなるだろう。

このブッククラブ実践の羽田のなかでもうひとつ注目する必要がある。それ泣、「読むこと」といういわば「黙詞

の時間と、「ブッククラブJというデイスカッションの時間とが、別々に設けられて、個人の読みと集団での読みが

組み合わされているとし、う点である。このうちのいずhかが欠けても、ブッククラブ実践は成り立たないとし、う点

が大事なのである。そして「書くことJの活動として生徒に求められている「読書反応ログJ(r読書ノート」のこと

である)記述がこの二つの読みをつなぐ働きをしている、とし、うことも重要なことである。

ラファエノはこのようなブPッククラブ実践が「言葉の赤拐事jr文判枕諸側面「醐引「作ねといった、カリ

キュラムにおける四つの領域にかかわるものだとしている。読書旨導というだけにとどまらず、リテラシ」の教育

を進めるための方法のーっとして考えられているところに大き相指数カ泊る。このように、ラファエルの言うプPッ

ククラブが、明確にリテラシ}教育の一つの対去として位置づけられていることは、たとえば白書吾刈乃アニマシ

オンJが元来学校の行事とは切り離されたものとして構築されていることと対照的である。とりわけ、ブッククラ

ブ実蹴主主編同文学備品を耕4教育領域で扱うための方法として有効に機能するものであると尉コれる。

ラップら任..app，F1∞d，Ranck'B吐u;van町rke，andSpa∞k， 199ηは、自分たちが有効なかたちで用いた、ブッ

ククラブの手順を表1のように示している。

表1 ブッククラブの手順

手順 時間的) グループ グループ

形式 のサイズ

ブッククラブセッションに先立って

参力暗たちは本を読み、読みつつあるテクストにっし、て自らのジャーナ'jV(こ反 20・30 個人 1 

応を書く。

ブッククラブセッションのあいだ

1.参力暗たちは自分のジャーナルに書いたことを読み返し、テクストを再度 1・2 個人 1 

ざっと読むb

2.参カ暗たちは自ら書し、たことを読み、以下のなかから一つのことを新子す 3-4 個人 1 
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る。

-自分のパートナ」と共有しようと，思う単語明苦句にアンダーラインを引し、た

り、強調したりする。

-自分の書いた反応を振り返って新たに簡単に書き込むb

-テクストを振り返って新しし、考えそ噴聞を書く。

3.参力暗たちは自分のパートナ」と反応を共有する。 2・4 ベア 2 

4. f'柏者がグノLープのデ、イスカッションをリードする。 10・15 グ〉レープ 7-8 

-参力暗たちに、パートナーと→者にテクストを読んだり書いたりしたこと

や、ディスカッションしたことにもとづいて、自分たちの考えをシェ

アするように言いながら、併サ者がデイスカッションを始める。

-角献することが困難に巴われるような泥沼にはまりこんでしまうこともあ

るだろうから、そのディスカッションを進めていくために、{材者は

内容を深める質問を用意しておく必要がある。

5.ジャーナノレ記述←ヂイスカッションがJiI扇司に進んでいるように思われるな 4 個人 1 

ら、質問に対する反応を書くように、委主力晴たちに求める。たとえば「このテ

クストのディスカッションであなたがいちばんびっくりしたのはどんなこと

ですか?J (たとえば、「うわけと思ったのは何が原因など)とか、「そのテ

クストキヂイスカッションについて、あなたは{可か長品守を抱かなかった?J (た

とえば、まだあなたを迷わせているのはどんなこと?)とか、「あなたが気に

入って味わってしも言葉や語句はどんなもの?J (たとえば、覚えやすいなあ

と思ったのはなぜ?)

6.参力時たちは、パートサーと反応をシェアする。 10 ベア 2 

7.参加者たちは再び大きなグ/J...-プでのディスカッションに戻る。あらかじ 2・4 グ〉レープ 7-8 

め書いてあった1支応を用いてもかまわなし、。

8.参力商たちに、以下のような課題について、ジャーナルの空欄に書くよう 2・4 個人 1 

求める。「このテクストを角献するなかであなた自身はどのように成長したか

書きなさしもJrジャーナルに書し、たことやディスカッ、ンョンしたことで考えた

ことをはっきりさせなさしU また、このような課題に即して自分たちが書い

たものをもとに、各自がテクストをどのように理解したか比べてもし，¥，t'0 

ラファエルのブ‘ッククラブ実践の桝Eみは、ラップらよりも5年ほど後に示されてしも。もちろん、ラップらの

ものは形態や人数相欄まて示されており、詳細なものだが、細かくみていくと、これがラフアエルの示したブッ

ククラブ実践全体の流れを示したものではなくて、ラフアエルの言う四つの楠主要素のうちの「ブ、ツククラブ)の

「事|闘を示したものであることがわかる。さらに、「コミュニティ・シェア」の成り立ちについては角封もられてい

なし、し、また、「ブッククラブセッションJ(それがラファエルの言う「ブッククラカという構成要素にあたる)の前後に

何をすすUまよいのかということについて苦述は薄しL

もちろん、ラップらにその点についての目配りが欠けているというわけではないが、この「ブFツククラブセッシ

ヨン」の剖ゆだけを切り取って方?封じしてしまうと、「ブッククラブ1がグループでの読笥舌動であるという印象が
表2 生徒の読書周芯ジャーナルの例
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氏名:シーザζー・マルチネス

小説の題名:Wザ・ギノ〈ー』

章・タイトル 5

自分の振り返り

読書中の振り返り

みんなが人生を割り当てらるつての

はよくないんじゃなし、かなぁと思っ

た。だって、誰かの言いなりで生き

るってことだから。ジョーナスは自

分の好きな人生を選べたわけじゃな

いと思う。そして、住まいのことに

ついてこの人たちはどうしてもっと

話さなかったのか不思話量に思う。

作者名: ロイス・ローリー

グループ・デイスカッションとその

過程についての振り返り

カンベキだ、と，思った。自分はうまく

参加できたけど、一人だけあんまり

参加してなしリ、がいた。なぜだ州立

わからなし、

(f.$己主からのコメント:ディスカッションについて》

次のセッションに向けての振り返り

またやりたし、て寸。

すばらしし、!この小説の細かし、ところをよく覚えているし、細州、ところをよく覚えていない友達をよく助けて

いたね。そして、この小説は最初のし、くつかの割灘しいとも言っていた。このコミュニティの奇妙さについてた

くさ人凝聞を持っていたねこんなふうにも言っていたよ。「行動がない…そこが嫌川死んだ本た入り込みにく

い本だなあと思った。j読んでいるあいだやディスカッションの問、自分の考えをよく振り返っている。教えてくれ

てありがとう。

強くなってしまう。ラフアエルはその点lここだ、わっているように思われる。むしろ、プ、ッククラブ実践はグループ

での読書活動にとどまるのではなくて、リテラシー教育の方?去としてもう少しひろぞかな射程をそなえたもので、あ

り、本を用いた単元学習法とで、も呼ぶべき効果をもたらすものであって、クラスの共同体意識の形成にも資すると

ころが少なくないことを、ラファエルは強調している。たたラップらの詐考にはブ、ッククラブ実践のさまざまな

要素が取り上げられている。たとえば「読者即志ジャーナノレJ{reader response journal :ラファエルの言う「読書

反応ログ」にあたる)の実例が、表2のように示されている。

3 ラファエJLのブッククラブ実践構想-8週間位ヶ月)剖喜一

では、具体的にブッククラブ実践はどのように進められるのlJ¥ラフアエルぷキャサリン・バターソンの『テラ

ピシアにかける橋』を核としたブッククラブ実践として構想したものは次のようfぷ且程を持つ(それぞれの活動の末

尾崎醐内の番申丈材紙に参考制②として掲坑12項目にわたる r針姐諜捕者踏絵/国探題詳会国翻スタンダ

一円の指導事項番号である)。

第1週:背景を構築する一家族と友だちと-

-耕市が関車するテーマの本から何冊濯んて苛悦聞かせする。(1)

・生徒の各々は自由読書のために、家族と友だちとうテ}マに関連する本を一冊芸品 (2)

・家族のさまざまな関係剖詰問した「私と私の家族jウェブを作戒し、活用する。 (3，4) 

第2週:背景を構築する(続き)

-生徒たちは引き続き自分が選んた本を読む。 (2)

・生徒たちは友だちのプロフィールを作り、友だちの大切さについてデイスカッションする。 (3)

・生徒たちはテーマに関車した質問を自分がこれまでに読んだことのある小説にも結びつけてみて、間テクスト的

関連性を高める。
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2週間カ吋て『テラピシアにカ斗ずる橋』を読むための「背景JJカ1構成されることになる。日許聞はかかるけれども、

こうした活動のなかで、読むための下地カ河乍られることが大切なのである。裏を返すと、このようなことが行オオL

ないで、いきなり長編物語を読むように学習者に求めても、すぐにlま上首尾に運ばないのだとしづ認識があるのだ

ろう。 1週目に読む本としては、次のような本が挙げられている。

ピパリー・クリアリー(松岡享子訳) Wピーザスといたずらラモーナ~ (学習研究仕1969情

『ラモーナとおかあさ人/J]Wラモーナとおとうさん，J](し吋hも、学習研究出
スーザン・パーレィ ωサ111三央訳)W:おすすもられないおくりもの，J]&布命比1986年)
マーガレット・ワイズ・ブラウン(与田準一言。『ちいさなとりよ』倍波書底1978年)

ウィリアム・スタイグ〈おがわえっこ訳)Wいやだいやだのスピンキー.Jl(セーラー出版198θ哨

ジュディス・ヴィオ」スト(中械少子訳)Wぼく財2このパーニーがすきだった』惜成仕1979情

パーパラ・オコーす--(伊藤菜摘子訳)W.パラダイスに向かつて』惜成也抑旧制

M.D ・パウアー伊賀悦奇R)隊出ー12歳の夏』伐研出版1981年)

ドリス・B・スミス(石井慶子関『ブラックペリーの則併以ん児童図書出版1989情

ポリー・ホーヴァス(相似縮R)WサリーおばさんとP→圏間Jl(f皆崩土2∞7年J
学習者は、これらのうちから自分の読む本を選ぶことになる。

第3週:本当の自己を探る

-生徒たちは「私の本当の自己Jについて書く。 (5)

・生徒たちは、自分のもっとも重要な才能キ梢数をあらかすゴラージュやポスターを作る。 (3)

・朝市はE魔女ジェニファーとわたしJ](カニグスパーグ，松永ふみ子武岩投降文闘の読み聞かせを始める。(1)

この第3週までがブッククラブのための準備期間であると言うことができるだろう。第4週から始まるブックク

ラブでは、学習者の一人ひとりが、対象となっている本にの場合は、『テラピシアに加する犠Dを読んでこなければ

こと赫台まらなし、そういう意味で、この3週間の活動が読皆の野勝付けになるかどうかカ1、ブッククラブ実践

の局湖の州可を左右することになる。

第4週から第7週にカヰナて「ブッククラブ〕が展開される。

第4週から第7週:ブッククラブ

-必要なら、都市は生徒たちにブッククラブの概念を紹介する。

・ブッククラブを作って、生徒たちが『テラピシアにかける橋』を読み、ディスカッションをさせる。(1，4，6，11，12)

・生徒たちはグル{プ・デイスカッションのための読書ログをつける。 (3ふ12)

寸断摺舌動としてクラスで、「単語の壁l匂wordwaJ])を実取する。 (6)

・生徒たちはパターソンによる章のタイトルや、方言、そして視長の使われ方を探究する。 (6)

・生徒たちは愛するひとカ琴Eんだときに、どうし、う感情に見非才オLるかということをデイスカッションする (8)

・生徒たちはこのノl、哉と自らの個人由也甘舌とを関連づける。 (3)

・生;徒たちは複数パラグラフのエッセイを書く。 (5)

この4週間で具併剥にどのようなことがなされるのかということについては、次節で検討する。

第8週は「まとめ」同盟である。

第8週まとめ

・朝市は、死という麟才を扱ったいくつか保体を読み聞かせする。生徒たちは、そうした絵本と『テラピシアに

かける橋』との聞に間テクスト的関係、をつくる。仕0，11，12)
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死を扱った絵本を読み聞かせして、ディスカッションずる。

マーガレット・ワイズ・ブラウン『ことり』

ス}ザン・ヴァーレイ『わ廿もられないおくりもの』

・・・これらの本には、肯百句なメッセージとパターソンの小説と同様のテーマがある。他にも、ジュディス・ヴィ

オ」スト目まく財3こかいニーがすきだった』や品ldenの『島町Gran'sBest Trickj)もここで扱ってよし味

である。

・親切ま、若しかとたちがい州ニ死の身近似にし、たかということを扱った事タI即間企提示する。(1)

・生徒たちは、岩脂鈎作文フρロジェクトを通じて、一つの全体としての単元に反応してし唱。 (4，12) 

「ブッククラブ」を行った後、実践のまとめとして行われるこの第8週の活動は、『テラピシアにかける橋』を

読んでいる聞に考えたことを、より発展させていこうとするものである。

4 ラファエ.JLのブッククラブ実蹴詩想ーブッククラブの授業の実際ー

上述の第4週から第7週までの「ブッククラブ」授業については， 16時間分の「ブッククラブ授業プラン」と思

考シート体論嗣考炭謬捌笹渉開及ひ古利面シートの実際が示されている (4週間で16昨晶子であるから、 1週あたり 4時

開設ということなる)。この「プランJは、『テラピシアにかける倒の「梗舶を示した後、次のように展開する(各

章の末尾の拐納にはその時司に読んでくるように求められている「テラピシアに削ナる制 (J)各章である)。

1 文学的要素:本のタイトルを競合する傑1前

2 理解:語葉(Jg2葡

3 文学的要素:会話と方言の使用傍3葡

4 瑚平:王国という概念を探る傑4前

5 文勃慢隷:章のタイトル傑5甫

6 文学に対する反応:自分の生活と関車づける傍6葡

7 文判懐素:人物の倒名づけ傍7葡

8 理論平:登場人物の生活と関車づける傍8葡

9 言葉倣句束事:澗易さの概観節9葡

10文学に対する反応:読みを振り返る方法傍10朝
日文学に対する反応:死を論じる傑11葡
12文特捜索:視保悌12閉

13文学に対する反応:悲しみを趨検する方法傍13章)
14瑚平:二つの小説を比殺する
15作文:エッセイを書く
16 文学に対する反応:柔軟なディスカ、ンョン・グループ

先にも鮒もた①「言葉劫掠事」②「醐平J@ r文特捜索J④「作文Jの四つの領域防日え、⑤「文学に対す
る反応」という領域カ羽目bっている。試みに、それぞれs)r.領域lが各々の日持守でどのようじ扱われているのかと

いうことを表にしてみた。

1I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 110 111 1121 13 1 14 115 1 16 1 
l① I I I I I I I I 10 I I I I I I I I 
|② I 10 I 10 I I I 10 I I I I I 10 I I I 
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|@Iol 101 101 101 101 
|@ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 1 
|@ 1 1 1 1 1 10 1 1 1 10 10 1 10 1 1 10 1 
必ずしも、 1から16までの順番で進めるというわけでもないのだろうが、少なくとも前後の時間で扱われる「領

域lの重複防壁けられているようである。

とくに、最初の5時苛は「瑚到と「文学的要素jが交互に;扱われており、内容の面からみても、「本のタイトノレ1

「詑最Jr会話と方言の使用Jr王国という概釘「章のタイトノレlといった、どちらかといえば『テラピシアにかけ

る橋』の表現明ま龍鞘踊旬な設定等について焦点を当てることが中心になってしも。たとえば、 4H欄目の「王

国という概念を探る但xpl伯 19the白悶ptofKingdοms)Jは次のようなものである。

4町占目:理解:王国という概念を探る

目標:・単語ウェブに生徒たちを慣れさせる。

-さまざまな王国としづ概念につし、てブレインストーミングして、単語ウェブに↑静Rを書き込む0

・単語ウェブを冊、て、生徒たちlこ新しし、概念持換を用いさせる。

語葉:Re脳e問時(P.32)faltered(p.34) uphea叫(P.35)intori剖 ed(p.38)s回 ngholdぐp.39)regall均.4ωsiege(p.4ω

町長mn(p.47)

(展開)

・ノート:生徒たちに課題の読みをさせるための日報司を与えるために、この授業は二日以上かけるべきたコミュ

ニティ・シェアをひらくときに、生徒たちにこの授業では単語ウェブを作ろうと促し、ウェプを作ってみれば、概

念持醍雪や主題や単語の意味を目で見てわかるようになると働き制する。ウェブPを作るのは最初は簡単て寸ぼやく

できるけれども、時聞が経つlわれて掛合で次第l鳴らんでしてだろう。自分たちのブッククラブキ読書ログにお

いても、ウェピングは清効に使えるテクニックだということを強5舟ずること。

・チャート紙やホワイトボードの中央に((:.日主主)と書いて、そこからウェブを始めるとよし、。生徒たちにブレイン

ストーミングをさせ、さまざまな王国についてのアイデアを、ンェアさせる。たとえば、王国に暮らすて〉とびと、彼

らの暮らす拐所、王国で生じる出来事、などである。一部のひとしか賛成しなし、アイデアについては色っきマーカ

ーや下線で強調したり、疑問符をつけておく。関連するアイデアをウェブの一つの枠均なかにグルーピングしてお

くことが有効だと指摘する。

この授業は『テラピシアにかける橋』のなかで、ジェ、ン」とレスリーが作る「王国(テラビシア)Jを理解するた

めの想像のなかみを生徒たちにもたらすものである。と同時に「ウェビング(単語ウェブ、マップ出Jという、発

想を広げていくためのテクニックに生徒たち剖寛れさせていく学習にもなっている。 16日寺聞のブッククラブの前半

には、このような働きかけが多い。

しかし、後半になると、徐々に「文学に対する反応」が多くなる。「文学に対する反応J領域の問題として扱われ

るのは、「読みを振り返る方法Jr死を論じるJr悲しみを経験する方法Jr柔軟なディスカッション・グルーフつで

あり、どちらかといえば"wテラピシアにかける橋』をじっくりと読んで、そこに扱才オもている問題を考えることに

亘附置かれているとJ問コれる。

10日寺問自の「読みを振り返る方法Jは次のように計画されている。

10時間目:文学に対する反応々あみを振り返る方法

目的:・読んでいるあいだのさまざまな考えを表現するさまざまな方法を概観する。

・本lこついての考えを十布釘じするための新たな方法についてプレインストーミングし、誤ぬる。

F
吋

u
n可
d



言説:目担均.95)intently(p.98) 

飽亙:第10章

書くための手がかり

・あなたにとっての最高の一日とは?どうして最高なの?

・ジェシ」がテラピシアて活じてし、た怖れを書きなさしも親友だとすすもj丈どうしてその恐れをジェ、ン叶まレスリ

ーに言ってあげなかったの?

(展開

・この本を読んで、ログに書くことを続けるにつれて、彼らは自分の読みを振り返りつつあるのだということを思

い起こさせる。言U喰えれば、自分のためにあるし、はブッククラブとコニユニティ・シェアでのディスカッション

のためにノートや反応を用いて、彼らは自分の思砕きの跡をたどるのである。

・ブッククラブにおける文学に対する反応の三つのカテゴリーを概観する。文章キ牢に対する自らの感I前古即剖こ

焦点をあわせるのが(~個人的反þt))だと生徒たちに教える。個人的即芯におし、て、ひとは書くことを通してテクス

トを自分の自舌(人出に匪陸づける。惜躍的反tt))は生徒たちに自らの想強力を用いてテクストのなかのさまざ

まな考えを探究させるものであるが、それに対して(1，陪軸句反tt))は一つのエッセイや一つのパラグラフのなカヰこ

みられる、ある女学作品の分析である。こうしたカテゴリーについては『ブッククラブ:文学を核としたカリキュ

ラム』の30・32頁を参照のこと。

・生徒たちに、『テラピシアにかける橋』について自分が読書ログに書いたことを振り返るように言う。書いたこと

が、個人的か、岩崎的か、拙Z鞘句か、明断してラベルを付けさせる。そして、自分たちがどの即芯カテゴリーをど

の程度用いてしもが判断させる。次に読書ログに書く場合に、どうしりた種類の即芯を用いるか、尋ねる。

・生徒たちにブレインストーミングをさせて、どのタイプの即志が有用かとし、うことについてのそれぞれの考えを

シェアしたり、本についての自分たちの考えを構造化するための新しい即芯タイプを創り出させる、あなたはホワ

イトボードに、それぞれ刀考えが、個人的、倉出昌弘社白羽句というどのカテゴリーにあてはまるのかを整理する。

たとえば、

個人的反応:物語や堂場人物や主題が、自分自身の生活とどのように関車するかを説明する。物語キ等所人物ぞ宝

題意lこついての自分の意見を述:べる。この物語が思い出させることを書く。

膏躍的反応:登場人物が感じつつある感情をあらわした絵針齢、て、キャプションをつける。小説のなカ初場面や

登場人物に関するイラストを作る。自分で考えた登場人物聞の会話を書く。その小説について重要ftf可かを表現す

る詩を書く。

雌削反応f者の言葉の臨尽を雌平する。作者の用いた構造と文体を調合する。作者の用いた文勃倣法を雌平

する。作者の目的を競合する。

・コミュニティ・シェアを閉じる際に、生徒たちに対して、自分のどのような即芯スタイノレがー番よかったか、そ

れはな問状めさせることで、自分の読書ログの自己矧面を完成させるように言う。

・メモ:レスリーの死は第 10章の最後に起こることだカミそれについてディスカッションすることは次のブック

クラブまでとっておいたほうがいし、生徒たちには この言醍Eについてデイスカッションするためには、イづ持者間

をとる必要があると言っておくことた

この授業は、『テラピシアにかける橋』の第10章を扱ったものであるが、ブッククラブ実践のなかでは後半にあ

たる。それだけに、そこまでの経験を振り返らせることが、その後のディスカッションの質を高めることになると

いう開問3あるのだろう。このような学習の後には判句要素Jとして「視却を考察させる学習カ:続いている。
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12時間目:文学的要素:視点

目標:生徒たちに、小説同3ける出来事にっし、ての自分たちの瑚平に視制2どのように影響を及ぼすのか、吟味さ

せる。

・視点が、作者の物語の語り方をどのように変えるかを分析する。

語葉:Cremated(p.l14) s仕anded(p.l14)

読んでくる章:第四章

書くための話題

・ジェ、ン)以外の人物の視長から物語中の出来事を探究せよo

・悲しみを経験するさまざまな方法のチャート偲考シ」ト5)に、レスリーの謝こ対するジェ、ン}の即芯につい

ての詳細を託せ。

〈展開)

・コミュニティ・シェアをひらくにあたって、視#-というもの制、読者の物語知覚に影響を及ぼすった学的要素であ

るということを説明する。それは~作割1その物語を語る場合の自のことである。物詔ま一人称でも三人称でも書

くことができる。一人称で書かれた物語におし、て、語り手l訴民私立ちという言葉を用いて、物語中の行動に参加

したり、それを直接観嘉したりするだろう。三人税可書かれた物詔こおいて、語り手は彼キ彼女、そ払彼らとし、

った語を郎、て、たいてし物語例閣の外側lにいる。

・物語の全体を通して、作者州国人的な視長一ある誠Eについての意見ーを表現することもあるだろう。『テラピシ

アに加する橋』において、作音は三人称必用し、ている(ジェ、ンーをはじめとしたすべての登場人物カ被守強女と呼

ばれてし、る)が、それはまたひとびとがありのままの姿でいる重要さについての彼女自身の視京を表現したもので

もある。彼女は、ジェ、ン」が自分をとりつくろって表現しようとしてもむずかしかったことや、彼の成功の位元を

描くことによって、それをものがたっている。

・生街童にいくつかの物語の語り手の視点は限創見点であることを教えよう。鵬首見長である場合、語り手が自分

自身の手泊句な考えや感情、もしくはある一人の人物の考えそ感情を表現しているとし、うことになる。また別の物語

では、語り手の視長が全知であり、その語り手はどの人物の思考ぞ活情にも入り込んであら打すことができること

になる。限崩見長と全失尚昆長とし、う概念をしっかりと示す士めに、クラスで読んだ本から実例を挙げてみよう。た

とえばよナタリー・パビットの『時合さまようタック』は語り手がしばしば全知の視長を取る本だが、マドライン・

ラングルの『惑星カマゾツ』はある人物の視保に限定されている。

・生fお主に『テラピシアにかける橋』で用いられている視前こついてディスカッションさせる。こうした視長が生

徒たちによるこの物語iこついての思考にどのようなかたちで影響を及ぼすのだろうか?

・もしも他の人物の視長から語られてし、たとするなら、『テラビシアに州7る橋』はどんなふうに異なるものになっ

たのかをディスカッションする。たとえば、戸蹴の視長や、ジェ、ン」の姉妹たちの誰かの視京、もしくは耕市の視

点から。読者が持てなくなるよう材育報とはどんなものだろうか?また、読者が新たに手に対もる情報とはどのよ

うなものだろう?

・生徒たちがその日の読みを終え、ログに書いて、ブッククラブに参加した後、『テラビシアにかける橋』やこれま

でに読んだことのある本における視点の役害IJIこついての洞察ぞシェアしたくなるかもしれなしも思湾、ンート5に書

き込んだものをシェアするように励ましでもよいだろう。

このような学習は、けっして「文学的要素Jについての婦哉を増やすでけに終わらなし、むしろ、イ長見に用いら

れているさまざまなt支出こ目を向けたり、文章表現のための自らの工夫に生かしていくことも考えられるだろうし、
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また、そのイ宝見の文章を多角的に捉えてしてカを育てていくことにもつながるだろう。

また、複数の登場人物の「内面)や、その人物の「見え」を自らのうちに生成させていくことにもつながり、「視

d向純国平にどのような畢簿を及ぼすのかということを、こうした活動を進めるなかで知ることは、小説ならでは

の学習内容であると言ってもよしも

5 考察のまとめ

ラファエルらのブッククラブ実践では、中心的な本が『テラビシアに加する橋』ではあっても、けっしてこの本

の読書舌動だけに限定されているわけで、はない。 8週間にわたる学習のなかで、ブ、ツククラブを営むのは4週から

7週までの4週間のあいだのことである。その4週間が充実す五ものになるように、それまでの3週間で『テラピ

シアにかける橋』を読むための問題昔哉を喚起していこうとしているところに、この実践の一つの特色がある。

当然といえば当然だが、このような営みは「単元学習」的な展開を持つことになる。現に、 theme-b田edunit (主

題を核とする単却という用語が用いられている。プ、ッククラブ活動は、黙読の要素やテ守イスカッ、ンョンの要素な

どが加わった、大きなブ、ツクトークのようなものだと言うこともできるのではないだろう7;'0読んだことを話し合

うという意味では読書会の一種なのだが、それだけにとどまらなし、ものである。

8週間の指導計画のなかでは、それ抗的週の学習戸曜のいず制こついてもNC'I百四Aスタンダードの12の項

目のすべてにわたって、どの項目の学習にあたるのかということが明確にされている。そうし、う意味で、リテラシ

ー教育としての目標と内容が周到に考えられている。

ラファエルマド『テラピシアに加する橋』を中JL'的な素材として提案している、 16時間の「ブ、ツククラブ」の展開

のなかでは、「言葉のキ拐事jr.理論自「文学的要素Jr作文Jそして「文学に対する反応Jという五つの領域の学習

が、前判ま「瑚引と「文学的要素Jを中心に、後判ま「文学に対する反応」を中心に構成されてし、た。これは、

商高の栴品を少しずつ読みながら、感想宅意見などを蓄積させ、その上で、議命したり、書きたし、ことが蓄積され

た後に、より豊州こ深く論じたり書いたりすることのできるようにしていくためのヒントを生徒たちに投げかけて

いこうとする画調、によるもので、あったと居われる。

さらに、『テラビシアにかける橋』以外の、児童文学やYA文学備品も少なからず取り上げられていた。「ブック

クラブJの展開では終わり近くになる 14時間目では、第3週で税制2読み聞かせた『魔女ジェニファとわたし』

を生徒たちが『テラピシアにかける橋』と比べ読みするとし、う活動まで行わ払中心的素材である『テラビシアに

制ナる倒のより脇、郡平につながるものと思われる。ラファエルのブ、ツククラブ完践では、そのような、比ハ読

み・重ね読みの経験が少なからす澗われている。

材高では、『テラピシアにかける聞を扱ったラフアエルのブッククラブ実践プランの内実を検討したが、この方

法は上にまとめたよう 3訴11~を持つ反面、これを日本で実践しようとすると、いつ、どこで実践すす1ばよし、かとし、

う問題や、そもそも生徒たちが!j執を読んでこなかったら成り立たなし、ではなし、か、とし、う疑聞が生じることは否

定できないと思われる。しかし、ラファエルの示したような主題単元方式めブッククラブ実践を、たとえば、国語

教科書における文学耕オを扱う場合に試み、それをきっかけιして、その文学耕オに医躍する長編の物帯林説の
読書へと広げていくとし、うやり方は可能であるうし、そのような営みによって、本に対する生徒たちの関心がひら

か払読書力ばかりでなくリテラシ}を育成することにつながると考えることができる。
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参考資料①

思考ンート5

『テラピシア巳加する橋』 悲しみを経験するいくつカ切方法

企この表を使って、あなたが『テラビシアに剖ナる橋』のな糾こ見つけた悲しみについて詳しく託訴しなさv¥

ショックのが描 感情の表現

憂穆/加虫 ノミニック/非拘の恐怖

身体的笥高 罪の爵哉

怒り/憤慨 普通研預むへの反抗

望み 受容/硝言

一一一参考資料②全米酷撒育者協制冨臨書捨国E開スタンダ一白ド
1.生徒たちl対霞玄し嘩国制舌字テクスト明舌字でなし、テクストを読んで、テクストと自分自身とアメリカや世界の刻印こっし、て

仰鞘特築く。その目的自立、新しし情報を手にAft，ることであったり、在会明議場の聾幣要求同志じるためであったり、個人的

な充足のためであったりする。そうしたテクストのな糾こl丈フィクションやノンフィクション、古典芥現代叫何日などが合まれ

る。

2.生徒たちは多くの矧勺の、多くのジャンノ凶湘広い文学を読み人間¢経験の多くの捗況(たとえば、哲勃包、倫理的、審美

的)に関する瑚平を築く。

3.生徒たち岡高広し嘩掴の方略を用いて、さまざまなテクストを活発干し、解釈し、制面し、刊歩する。彼らは自分。万'e1務頚貯、

他の読者や書き手との相互作用や、知コ意味に関する長崎哉及明也のテクストに関する婦紘単語窃紡略、そしてテクストの諸特

徴(仇たとえば、音芦と文字との

4.出走たちは音声言吾、話し言葉、書き言葉、及びヴィジュアルな言葉の使用(たとえば、約束事、文低謂訟のを、多様

な聞き手やさまざまな目的に合わせ効期旬にイ云えるために訪諮付る。

5.生徒たち止さまざまなオ」ディアンスに向けて多様な目的のもと同歯切に伝えていくために幅広時四の加佐採用し、

さまざまな作ヨフρロセスの要素を使用する。

6.出走たち比言葉叫あ査や言葉。淵来事(たとえば、スペリングと句読湖、メディアの校法、回食の言葉、及びジャンノレに関

する夫婦哉を、活字テクスト明苦学でなし、テクストを作り出し、出手し、観合する際1:5直用する。

7.生徒たちはアイデアキ疑問を生みだし、品噛を設定することにyとて、さまざまな鵬沢明じ唱こついての調査を実指する。

彼らは多様なソース(たとえば、活字テクスト明舌字でなし、テクスト、アーティファクト、ひとびと)からデータを集め、価値づ

け、合成して、自分の目的キオ」デ、イアンス同直した方法で自らの発見を伝える。

8.生徒たちは多様なぜ柑切寸青捕怯リソース(たとえは図書館キデータベース、コンビュークネットワーク、ビデ豆めを
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用いて、 f静自を収集し合成したり、女時哉を作り出して伝えたりする。

9.生徒たちはさまざまな対じ民族集団、組理的なさまぎまな地坊、そして佐封切錆リによって異なる、言語使用、言語のパタ

ーン、地坊諾の多樹生を醐札、尊重する。

10.第一言説鴇苦でなぱ提たちは自らの第一言吾を活用して、持苦手ヰで持ちめられる学力(∞mpet印刷を発達させ、カリキュ

ラム全般にわたる戸認お明朝手を発達させる。

11.生徒たち1:1入婿齢そなわった、反省首で、倉雌代、出酌なメンバーとして、多様なリテラシー封司胸こ参加する。

12.生徒たちは自分自身の目的(学習、楽しみ説得、情報の交換など)を遭食するためlこ話し言葉、書き言葉、ヴィジュアルな

言葉を用いる。

{視:本稿I:l:..第ω 田中国四国教育学会費支大会。∞8年 11 月 30 日、弼愛大学教育特~の自由開B綾「長編YAノj執をどのよ

うに扱うカ~Wテラピシ門司吋る橋』耐易合一J c7)p搭 1::;1]嘩・修正を行ったものである。席上、こ質問・ご指導いただいた方々

に厚く側L申し上げる次第である。

(広島大学)
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